
展覧会のお知らせ ミ ュージアムミ
「小川原脩　アジアの大地」

　小川原脩は 60 歳代も終わりになろうとするころから、アジアの

大地をめぐる旅を始めます。中国、チベット、そしてインド…それ

は自然回帰と、自らの原風景を再発見する旅でもありました。

　会期：開催中～ 4月 17 日（日）まで

　「くっちゃん ART2016」、今月 20 日

( 土 ) にオープンです。地元の作家と

海外在住作家によるユニークな展覧

会。油彩から日本画、水彩、版画、写真、

書、陶芸とジャンルもさまざま、毎回

実に華やかです。地域に関わりの深い

美術を紹介するのは、どの美術館でも

任務のようなもの。ただそこに、地元

作家と交流がある海外作家まで含める

となると話は別。当初は何と無謀な、

と内心案じていたのですが、あにはか

らんや、国際的な町、倶知安にはとっ

ても似合っているのです。ある人いわ

く、コ
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よる展覧会。地元に根を置き、世界へ

と大きく窓が開かれた企画です。お楽

しみに。

美術館長から
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館　長

2 月の休館日

2、9、15 ～ 19、23 日

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

■常設展示

■企画展示
「小川原脩のまなざし＜顔＞」

　老若男女、ヒトから動物まで、小川原脩が描いた様々な「顔」を

ご紹介します。

　　会期：開催中～ 2月 14日（日）まで

「くっちゃんＡＲＴ 2016」

　倶知安から海外へと広がるアーティストの輪。今年も、21名の作

家たちによるにぎやかな展覧会が始まります。

　会期：2月 20日（土）～ 4月 17日（日）まで

　関連イベント　

　アーティスト・トーク「くっちゃん・あ～とＮＯＷ !」（1）

　日時：2月 20日（土）10時 10分～ 11時 30分

　出品作家による作品解説です。どうぞお楽しみに。

　観覧料がかかります。申込み不要、直接美術館へお越しください。

アート・イベントのお知らせ

エコール・ド・パリ物語⑥

「パリの裏町とアルコールを愛した男　モーリス・ユトリロ」

　日時：2月 13 日（土）14 時～ 15 時

　講師：柴　勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

【クローズアップ】

有島記念館「駒澤千波展『そらのもり』―有

島記念館若手作家展Ⅳ　平成の「生れ出づる

悩み」コンテスト入選者より」

　日本画家・駒澤千波の動物や植物などをモ

チーフとした独自の世界観を持つ作品を紹

介。会期：開催中～ 6月 12 日（日）

■有島記念館　　　　　☎ 0136-44-3245

■西村計雄記念美術館　☎ 0135-71-2525

■木田金次郎美術館　　☎ 0135-63-2221

■荒井記念美術館　　　☎ 0135-63-1111

海と山と田園と－ミュージアムロード情報－

－14－

　道内の各地で、古い民家や建築物を新たに活用しつつ保存

する活動を続けている方をお招きし、歴史を次世代につなぐ

一連の取り組みを紹介してもらいます。

　聴講は無料ですので、ぜひご来聴ください。

　日時：2月 13 日（土）13 時 30 分～ 15 時 30 分

　主題：歴史をつなぐ　

　　　　－古民家、古建築物の保存と活用から－

　講師：東田 秀美さん

　　　　（歴史的地域資産研究機構　研究員、札幌市）

　その他：展示見学を含む場合は、大人お一人あたり 100 円

　の入館料がかかります

風土館講座のお知らせ



　この時期に物置でトンボを捕らえたのだが、という当惑気味の問い合わせが今年も寄せられた。この当惑はもっと

もである。ほとんどのトンボは卵か幼虫（ヤゴ）で冬を越すからだ。しかし、ごく一部だけれど成虫で冬を越すトン

ボがいる。それが余りにも印象的なことから、そのトンボにはオツネントンボ（越年トンボ）という名がついている。

　オツネントンボは体長が 4センチほどのイトトンボの仲間で、晩秋の晴天の日に風土館の収蔵庫のシャッターを開

けて作業をしていると、冬越しの場所を求めて次から次へと入り込んでくる。淡い褐色の体色とも相まって、まるで

空中に浮かぶツマヨウジやマッチ棒といった風情で弱々しく飛ぶ。このように秋にはたくさんの個体を見かけるもの

の、不思議なことに翌年の夏の活動期には姿を見かけることは少ない。

　昆虫と言えば今や嫌われ者の代表である中で、トンボは例外だ。害虫を退治する益虫という理由もあるだろうが、

姿が美しいことも大いに関係しているように思う。特に繁殖期の

イトトンボの仲間といったら、パステルカラーで若い女性も驚く

ほどのエレガントな美しさに装う。ところがオツネントンボは相

変わらず地味な色合いのままで、木立に囲まれた小さな池や沼で

ナワバリを守っているのをポツンポツンと見かけるに過ぎない。

何となく目立たないように息を潜めて生きているようにも見え

る。

　いま収蔵庫の中で冬を越しているたくさんの個体はどの範囲か

ら集まってきたのだろうか。そして春の訪れと共にいっせいに姿

を消してしまうけれど、今度はどこに行くのだろうか。

文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　

―成虫で年を越すトンボ―
395 回

『水牛のいる風景』

1979 年　小川原　脩　画

　アジアの大地をめぐる旅。1979 年 6 月、小川原脩は雨季さ

なかの中国・桂林を訪れていた。彼が描いた桂林の風物は、石

灰岩地形特有の岩山、漓江の流れ、平屋の街並み、日用品のか

め、鶏、そして水牛である。

　風景の奥から手前へと視点を動かしながら見てほしい。薄曇

りの空色につつまれて遠く背の高い岩山が見えている。次に、

周囲は緑の木々に覆われながらも白い岩肌がむきだしの、これ

もまた大きな岩山がある。画面を上下に分けるように漓江が横

切り、いちばん手前には水牛が一頭、その足元には水がめがひ

とつ。水牛はこちらに尻を向け、まるまるとした胴、くるりと

振り上げた尾、ひょうひょうとした顔でこちらを振り返る。

　岩山の山頂と水牛の背骨。円い水牛の腹と水がめの肩。水牛

の尾と水がめの取っ手。どことなく近いカタチの繰り返しがお

もしろい。よく見てみると、もっと反復がみつかるかもしれな

い。小川原が好んで画面の中に隠した“秘密”である。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）
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